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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月12日(2021.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状の治療のための、トラジピタントを含む
医薬組成物であって、トラジピタントの投与を必要とする患者に１００ｍｇ／日～４００
ｍｇ／日のトラジピタントの量で投与される、医薬組成物。
【請求項２】
　トラジピタント及び１種類又は複数種類の医薬的に許容可能な添加剤を含む速放性固形
剤の形態である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　トラジピタント及び１種類又は複数種類の医薬的に許容可能な添加剤を含む放出制御性
固形剤の形態である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　１日２回投与される、請求項１又は請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　１日１回投与される、請求項１又は請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～４００ｍｇ／日である、請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
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【請求項７】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～３００ｍｇ／日である、請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記トラジピタントの量が１００ｍｇ／日～３００ｍｇ／日である、請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～２００ｍｇ／日である、請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記トラジピタントの量が１００ｍｇ／日～２００ｍｇ／日である、請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記トラジピタントの量が１７０ｍｇ／日である、請求項１～請求項５のいずれか１項
に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記トラジピタントの量が、８５ｍｇの１日２回である、請求項１、請求項２、又は請
求項４に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状が、胃不全麻痺である、請求項１～
請求項１２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状が、胃運動障害、胃排泄遅延、機械
的閉塞を伴わない胃内うっ滞、化学療法誘発性悪心嘔吐（ＣＩＮＶ）、及び術後悪心嘔吐
（ＰＯＮＶ）からなる群より選択される、請求項１～請求項１２のいずれか１項に記載の
医薬組成物。
【請求項１５】
　前記患者が、悪心、嘔吐、早期満腹感、食後膨満感、消化不良、機能性ディスペプシア
、腹部膨満感、腹痛、及び胃排泄遅延からなる群より選択される少なくとも１つの症状の
治療を受けている、請求項１～請求項１２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記トラジピタントが結晶型ＩＶ又は結晶型Ｖの形態である、請求項１～請求項１５の
いずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状の治療のための医薬の製造におけるトラ
ジピタントの使用であって、前記医薬は、１００ｍｇ／日～４００ｍｇ／日のトラジピタ
ントの量で患者に投与される、使用。
【請求項１８】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～４００ｍｇ／日である、請求項１７に記載
の使用。
【請求項１９】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～３００ｍｇ／日である、請求項１７に記載
の使用。
【請求項２０】
　前記トラジピタントの量が１００ｍｇ／日～３００ｍｇ／日である、請求項１７に記載
の使用。
【請求項２１】
　前記トラジピタントの量が１５０ｍｇ／日～２００ｍｇ／日である、請求項１７に記載
の使用。
【請求項２２】
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　前記トラジピタントの量が１００ｍｇ／日～２００ｍｇ／日である、請求項１７に記載
の使用。
【請求項２３】
　前記トラジピタントの量が１７０ｍｇ／日である、請求項１７に記載の使用。
【請求項２４】
　前記トラジピタントの量が、８５ｍｇの１日２回である、請求項１７に記載の使用。
【請求項２５】
　前記トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状が、胃不全麻痺である、請求項１７
～請求項２４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２６】
　前記トラジピタント反応性の胃腸疾患又は胃腸症状が、胃運動障害、胃排泄遅延、機械
的閉塞を伴わない胃内うっ滞、化学療法誘発性悪心嘔吐（ＣＩＮＶ）、及び術後悪心嘔吐
（ＰＯＮＶ）からなる群より選択される、請求項１７～請求項２４のいずれか１項に記載
の使用。
【請求項２７】
　前記患者が、悪心、嘔吐、早期満腹感、食後膨満感、消化不良、機能性ディスペプシア
、腹部膨満感、腹痛、及び胃排泄遅延からなる群より選択される少なくとも１つの症状の
治療を受けている、請求項１７～請求項２４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２８】
　前記トラジピタントが結晶型ＩＶ又は結晶型Ｖの形態である、請求項１７～請求項２７
のいずれか１項に記載の使用。
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